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「ひろしまマイ・タイムラインをつくろう」

動画NO１
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〈入手方法〉

土砂災害・洪水・高潮などに

よって被害が異なるので、

ハザードマップは災害種別

ごとに確認

ガイドブック
Ｐ28

１．ハザードマップの確認
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池やダム、容器などに
一杯に水が溜まること。

たんすい
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高潮の発達には主に二つのメカニズムがあります。

一つは大気圧の低下に伴い、海面が吸い上げられるように上昇する「吸い上げ」と呼

ばれる現象です。

二つ目のメカニズムは、湾口から湾奥に向けて強風が吹き続けることにより、湾の奥

に海水が吹き寄せられて海水面が上昇する「吹き寄せ」です。この「吹き寄せ」による

海水面の上昇は、風速が速いほど、湾の長さが長いほど、湾の水深が浅いほど大き

くなります。

気圧低下による吸い上げ効果のイメージ 風による吹き寄せ効果のイメージ
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1. 警戒すべき災害を確認する

災害種別のハザードマップを確認して、

自分の身に起こりやすい災害リスクを知る

洪水浸水想定

（５～10m）

自宅が「土砂災害特別

警戒区域」に入っている。

自宅は、危険エリアに入っていないが、

周辺に土砂災害の危険性がある。

警戒
すべき
災害は?

▶︎ガイドブック Ｐ.28-29
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避難行動の解説

警戒レベル
（避難情報）

避難区分

適用区分

土砂 洪水 高潮 津波

警戒
区域

浸水
区域

浸水
区域

浸水
区域

レベル５
(緊急安全確保)

緊急安全確保 △ △ △ △
-------レベル４の間に必ず避難を完了する---------

レ
ベ
ル
３

(

高
齢
者
等

避
難)

レ
ベ
ル
４

(

避
難
指
示)

屋内安全確保 ✕ ○
※条件付

○
※条件付

△

立退き避難 ○ ○ ○ ○

凡例 ◯：望ましい行動
△：状況により避難者自身が判断
✕：危険・避けるべき行動
※ 条件付：後述する「３つの条件」が必要

適用外

内水
氾濫

対象外

発令基準
未確定
↓

避難情報
発令なし

大竹市作成資料

土砂災害
（赤色）特別警戒区域
（黄色）警戒区域
どちらも立退き避難が必要
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３ 避難行動のあり方

洪水・高潮災害時、
屋内安全確保をするための条件

内閣府チラシ

❶家屋倒壊等氾濫想定区域
❸浸水継続時間

国交省ハザードマップで確認可
能
⇒ 後で実例表示
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① 家屋倒壊等氾濫想定区域 出典：国交省国土地理院
（重ねるハザードマップ）

大竹市内：小瀬川・弥栄ダム下流のみ設定
家屋の流出・倒壊⇒✕ 屋内安全確保

◯ 立退き避難

河岸浸食 氾濫流

家屋倒壊等氾濫想定区域

家屋の流失・倒壊の恐れ

スマホ
で確認⇒
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③ 浸水継続時間 出典：国交省国土地理院
（重ねるハザードマップ）

大竹市内一部：１日以上（黄色区域）
屋内安全確保：浸水継続時間以上の備蓄品が必要

スマホで確認⇒
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国交
省

広島
県

大竹
市

災害種別 災害規模
データ
作成元

根拠法令 作成年

× 〇 〇

洪
水
災
害

玖島川 浸水区域 1000年に1度の大雨※１ 広島県 水防法 令和3年度（初）
〇 〇 〇

小瀬川

浸水区域 1000年に1度の大雨※１ 国交省 水防法 令和2年度更新

〇 ×
△
リンク
のみ

家屋倒壊
等氾濫
想定区域

1000年に1度の大雨※１ 国交省 水防法
平成28年度（初）
令和２年度更新

〇 〇
△
リンク
のみ

浸水
継続時間

1000年に1度の大雨※１ 国交省 水防法
平成28年度（初）
令和２年度更新

× × △
新町川
大膳川
惠川

浸水区域
独自シュミレーション
（50年に1度の大雨）

大竹市 ― 平成27年度以前

〇 〇 〇 土砂災害 ※２
国交省
広島県

土砂災害
防止法※７

令和２年度更新

〇 〇 〇 津 波
南海トラフ巨大地震

による津波 ※３
広島県

地震対策
特別措置法

平成25年度（初）

× △ 〇 地 震
南海トラフ巨大地震 ※４
安芸灘断層地震

広島県
地震対策
特別措置法

平成25年度（初）

〇 〇 〇 高 潮
県指導ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
（30年に１度の台風）※５

広島県 ― 平成20年度

〇 〇 × 高 潮 想定最大規模台風 ※６ 広島県 水防法
(ハザードマップ
としては未適用)

令和３年度（初）

× × △ 内水氾濫
既往最大規模/7年に1度の
大雨の2種

大竹市 令和４年度（初）

ハザードマップ等の公開状況

※１：1,000年に1度の大雨＝小瀬川流域の24時間総雨量428mm
※２：地形や地質、土地の利用形態などを現地測量し、土石到達範囲などを計算し算出
※３：南海トラフ巨大地震による津波＝潮位が年間で最も高い時に南海トラフ巨大地震による津波が発生し、堤防が機能しない場合
※４：南海トラフ巨大地震＝大竹市にマグニチュード9.1、最大震度6強、約4分間揺れが続いた場合
※５：30年に1度の台風＝伊勢湾台風の規模でルース台風の経路を通り、堤防が機能した場合
※６：想定最大規模台風＝室戸台風の規模、伊勢湾台風の半径と速度の台風が、潮位偏差が最大となる経路を通り、堤防が決壊した場合
※７：土砂災害防止法＝土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律

〇：WEBﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ対応
△：PDFデータのみ公開
×：未対応



38

大竹市

広島県

浸水
深ｍ

大竹市 広島県 国交省

10.0

5.0

3.0

2.0

1.0

0.5

0.3

国交省

ハザードマップ 浸水深 表示の違い

表示方法に
違いはある
が同じデータ
に基づく
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QRコード
読み込み

住所入力
（入力例）
白石公園の場合
「大竹市白石1-16」

「＋」をタップ
⇒ズームアップ

画面中央の

✛印を
タップ

国交省：重ねるハザードマップ

タップ

ハザードマップで確認してみましょう洪水・土砂の場合

②☒印をタップ
⇒ボックス消す

①旗をタップ
⇒画面中心へ

洪水 浸水深0.5m未満
土砂 警戒区域内（イエローゾーン）
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住所入力
（入力例）
サントピア大竹の場合
「大竹市西栄2-4-1」

高潮 3m～5m未満

画面中央の

✛印を
タップ

国交省：重ねるハザードマップ

タップ

ハザードマップで確認してみましょう高潮の場合

「＋」をタップ
⇒ズームアップ

②☒印をタップ
⇒ボックス消す

①旗をタップ
⇒画面中心へ

QRコード
読み込み
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QRコード
読み込み

広島県：洪水ポータル

住所入力
（入力例）
栗谷郵便局の場合
「大竹市栗谷町
小栗林643-1」

「検索」

タップ

つまんで
ズーム

栗谷地区（玖島川）

の洪水は、国交省重

ねる・・では非公開

公開中の県・市版

で確認が必要（浸水

深が数値で見える県

版を紹介）

置く

ハザードマップで確認してみましょう洪水(玖島川)の場合



42



43

1-2. マイ・タイムラインシートに記録

警戒すべき災害を確認して、

シートにシールを貼る

「高潮」、「河川の氾濫」、「土砂災害」の

おそれのある区域に居住しているかを確認

●自宅が浸水や土砂災害のおそれがある

…「◎」のシールを貼る
●避難経路などに浸水や土砂災害のおそれがある

区域がある …「○」のシールを貼る

▶︎ガイドブック Ｐ.28-29

いつ
逃げる?
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2. 避難情報や気象情報を確認する ▶︎ガイドブック Ｐ.30-31

情報の入手方法の一覧 シールの貼付

防災情報をどこから得るのか、

あらかじめ考えておく

テレビ?
メール?
アプリ?
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気象庁 天気予報 発表時間
【今日・明日・明後日】

5時 11時 17時

【週間天気予報】

11時ごろ 17時ごろ

【台風情報】

１日（24時間）先までの12時間刻みの予報

3時間ごと（0時 3時 6時 9時 12時 15時
18時 21時 各45分頃）

5日（120時間）先までの24時間刻みの予報

6時間ごと （３時 9時 15時 21時 各45分頃）

※急変した時は随時修正
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ステップ１ 「マイ・タイムライン」の作成準備

✔ ハザードマップの確認

✔ 避難情報，気象情報の確認

ステップ２ 「マイ・タイムライン」シートの作成

✔ 避難先の記入

✔ 避難のタイミングの設定

✔ 避難までの準備行動の記入

✔ 地域に関する行動の記入

マイ・タイムラインの作成手順
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